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22東北大学 開学の理念

1907(明治40)年 東北帝国大学 創立
1911(明治44)年 図書館設置（現在の史料館）
1949(昭和24)年 新制 東北大学（学制改革）

澤柳 政太郎
初代総長

開学の理念
研究第一 門戸開放 実学尊重

丹下ウメ黒田チカ 牧田らく

日本の大学で初めて女子学生を受入（1913年8月16日）

※モノクロ写真は
東北大学史料館所蔵 魯迅

留学生の積極的な受入

（本館エントランスに設置の像）



33東北大学の構成員数

学 部 学 生 10,629 （うち 留学生 189）
大学院学生 6,962 （うち 留学生 1,543）

計 17,591 （うち 留学生 1,732）

（2022年5月1日現在）

教授 准教授 講師 助教 助手 教員計
923 722 208 1,167 146 3,166

教職員数

学 生 数

事務職員・技術職員等 3,221

役員（総長，理事，監事） 11



4附属図書館の組織



5附属図書館とオープンアクセス推進
• 2018.3 オープンアクセス方針策定

• 2019～2022 ジャーナル問題に関するセミナー

（４回開催。今年度も実施予定）

• 2022 Wileyとの転換契約

• 2023 Springerとの転換契約

• 2023 APC支援事業

• 2024 Elsevierとの転換契約



6附属図書館のオープンアクセスに関する活動



7附属図書館と転換契約（１）



8附属図書館と転換契約（２）



9Wiley社との転換契約における東北⼤学内のフロー



10Wiley社、Springer社との転換契約で見えてきたこと

2022年Wiley（４～12月） OA出版枠利用 35.1％

転換契約によるOAが思ったほど進まない

2023年Wiley（1～4月） OA出版枠利用 21.2％
Springer （1～5月） OA出版枠利用 16.7％

OAを選択しなかった研究者へアンケート（2022.9実施）

・年々出版にかかる経費が研究費を圧迫している
・円安でどんどんAPCが増加しているので、苦しい
・現状でも特に若手研究者からすると負担が大きく、APC費用
を賄うことができない



11即時OAへの動き
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OA率 58.0％
GoldOA 43.8％
GreenOA 7.4％
BronzeOA 6.8％

即時OAへの疑問（１）

公的研究費どこまで？
・国内の競争的資金（JSPS, JST, AMEDなど）
だけでいい？

学術情報データベース（URA）

OAに向けた基本的な考え方（10/19）では、OAの対象範囲が不明

DBから抽出
6,792件

JSPS、JST、AMED
のうち責任著者が
東北大1,551件

JSPS、JST、AMED
3,969件

（論文の中で重複）

2022年



13即時OAへの疑問（２）

査読済み論文どこまで？
・日本語も含めて全分野？

・英語の学術雑誌論文のみ？（STEMだけ？）

researchmapデータ（IR担当）

OAに向けた基本的な考え方（10/19）では、OAの対象範囲が不明

査読あり
3,089件

OAか否か
17.8％！

2022年

出版社の学術情報DBからの捕捉だけでいい？



14即時OAへの疑問（３）
・東北大が責任著者の論文（2022）の共著者は平均6.5人

・1本の論文メタデータに複数の研究資金について記載

・機関リポジトリへの登録が必須？

研究代表者が代表してリポジトリに投稿するのが
明快なやり方では？

FAがリポジトリを持ち、研究費による成果報告と
して投稿できるのが省力的なやり方では？

GoldOAにした論文もリポジトリに載せるのか？

それぞれの機関でリポジトリを運営、実施するのに限界を感じる
機関リポジトリ等の価値向上のためにも、検討すべきとき？



15OAに対する本学の考え方

•研究者への負荷が増えることは絶対に避けて欲しい
•右から左へ流れるように登録される仕組みが必要
•機関リポジトリを各大学ごとに管理運営する必要があるのか

総長・研究担当理事・附属図書館長から言われたこと

OAはマストであるが

現在は転換契約によるOAと機関リポジトリによるOAの両輪で推進
図書館だけでなく、URA、研究推進部、IR担当、財務部と協力
論文根拠データは情報部管轄



16即時OAのためには…

機関リポジトリでどのくらい
の業務量が発生するか

事業は継続できるか

どの部署と何について
調整を図るかやるべきことはいろいろ

図書館だけではできない

OAは図書館主導
研究データ管理は
情報部主導
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ご清聴ありがとうございました
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